
 

様式第１号 

2021 年６月 29 日 

 

文部科学大臣 殿 

 

     学校法人 神戸薬科大学 

理事長 宮武 健次郎 
 

 

 

大学等における修学の支援に関する法律第７条第１項の確認に係る申請書 

 

○申請者に関する情報 

大学等の名称 神戸薬科大学 
大学等の種類 
（いずれかに○を付すこと） 

（大学・短期大学・高等専門学校・専門学校） 

大学等の所在地 兵庫県神戸市東灘区本山北町四丁目 19 番 1 号 

学長又は校長の氏名 学長 宮田 興子 

設置者の名称 学校法人 神戸薬科大学 

設置者の主たる事務所の所在地 兵庫県神戸市東灘区本山北町四丁目 19 番 1 号 

設置者の代表者の氏名 理事長 宮武 健次郎 
申請書を公表する予定のホーム

ページアドレス https://www.kobepharma-u.ac.jp 

 
※ 以下のいずれかの□にレ点（☑）を付けて下さい。 
 
□ 確認申請 

大学等における修学の支援に関する法律施行規則第５条第１項に基づき確

認申請書を提出します。 
 
☑ 更新確認申請書の提出 

大学等における修学の支援に関する法律施行規則第５条第３項に基づき更

新確認申請書を提出します。 
 
 
※ 以下の事項を必ず確認の上、すべての□にレ点（☑）を付けて下さい。  
☑ この申請書（添付書類を含む。）の記載内容は、事実に相違ありません。 
 
☑ 確認を受けた大学等は、大学等における修学の支援に関する法律（以下「大

学等修学支援法」という。）に基づき、基準を満たす学生等を減免対象者とし

て認定し、その授業料及び入学金を減免する義務があることを承知していま

す。 
 
☑ 大学等が確認を取り消されたり、確認を辞退した場合も、減免対象者が卒業

するまでの間、その授業料等を減免する義務があることを承知しています。 
 
☑ この申請書に虚偽の記載をするなど、不正な行為をした場合には、確認を取



  

り消されたり、交付された減免費用の返還を命じられる場合があるとともに、

減免対象者が卒業するまでの間、自らが費用を負担して、その授業料等を減免

する義務があることを承知しています。 
 
☑ 申請する大学等及びその設置者は、大学等修学支援法第７条第２項第３号

及び第４号に該当します。 

 

○各様式の担当者名と連絡先一覧 
様式番号 所属部署・担当者名 電話番号 電子メールアドレス 

第１号 総務課・鵜木 078-453-0031 soumu@kobepharma-u.ac.jp 

第２号の１ 総務課・鵜木 078-453-0031 soumu@kobepharma-u.ac.jp  

第２号の２ 総務課・鵜木 078-453-0031 soumu@kobepharma-u.ac.jp 

第２号の３ 総務課・鵜木 078-453-0031 soumu@kobepharma-u.ac.jp 

第２号の４ 総務課・鵜木 078-453-0031 soumu@kobepharma-u.ac.jp 

 

○添付書類 
 
※ 以下の事項を必ず確認し、必要な書類の□にレ点（☑）を付けた上で、これ

らの書類を添付してください。（設置者の法人類型ごとに添付する資料が異な

ることに注意してください。） 
 
「⑴ 実務経験のある教員等による授業科目の配置」関係 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の一覧表《省令で定める単位数等の

基準数相当分》 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の授業計画書（シラバス）《省令で定

める単位数等の基準数相当分》 
 
「⑵ -①学外者である理事の複数配置」関係 
 
☑ 《一部の設置者のみ》大学等の設置者の理事（役員）名簿 
 
「⑵-②外部の意見を反映することができる組織への外部人材の複数配置」関係  
□ 《一部の設置者のみ》大学等の教育について外部人材の意見を反映すること

ができる組織に関する規程とその構成員の名簿 
 
「⑶ 厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表」関係 
 
☑ 客観的な指標に基づく成績の分布状況を示す資料 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の授業計画書（シラバス）《省令で定

める単位数等の基準数相当分》【再掲】 
 
その他 
 
☑ 《私立学校のみ》経営要件を満たすことを示す資料 
 
☑ 確認申請を行う年度において設置している学部等の一覧 



 

（添付書類）経営要件を満たすことを示す資料 
学校名 神戸薬科大学 
設置者名 学校法人 神戸薬科大学 

 

 

Ⅰ 直前３年度の決算の事業活動収支計算書における「経常収支差額」の状況 
 経常収入(A) 経常支出(B) 差額(A)-(B) 

申請前年度の決算 3,722,530,677 円 3,246,153,386 円 476,377,291 円 

申請２年度前の決算 3,772,126,936 円 3,522,966,829 円 249,160,107 円 

申請３年度前の決算 3,847,518,572 円 3,525,406,544 円 322,112,028 円 

 

 

Ⅱ 直前の決算の貸借対照表における「運用資産－外部負債」の状況 
 運用資産(C) 外部負債(D) 差額(C)-(D) 

申請前年度の決算 14,839,642,963 円 46,797,334 円 14,792,845,629 円 

 

 

Ⅲ 申請校の直近３年度の収容定員充足率の状況 
 収容定員(E) 在学生等の数(F) 収容定員充足率

(F)/(E) 

今年度（申請年度） 1,620 人 1,701 人 105％ 

前年度 1,620 人 1,676 人 103％ 

前々年度 1,620 人 1,714 人 105％ 

 

 

（Ⅱの補足資料）「運用資産」又は「外部負債」として計上した勘定科目一覧 
 

○「運用資産」に計上した勘定科目 

勘定科目の

名称 

資産の内容 申請前年度の決算に

おける金額 

  円 

  円 

  円 

 

○「外部負債」に計上した勘定科目 

勘定科目の

名称 

負債の内容 申請前年度の決算に

おける金額 

  円 

  円 

  円 

 

 

 

 

 

備考 この用紙の大きさは，日本産業規格Ａ４とする。 



（添付書類）経営要件を満たすことを示す資料

学校コード F128310108758 学校名 神戸薬科大学

設置者名

Ⅰ　直前３年度の決算の事業活動収支計算書における「経常収支差額」の状況

経常収入(A) 経常支出(B) 差額(A)-(B)

申請前年度の決算 3,722,530,677円 3,246,153,386円 476,377,291円

申請２年度前の決算 3,772,126,936円 3,522,966,829円 249,160,107円

申請３年度前の決算 3,847,518,572円 3,525,406,544円 322,112,028円

Ⅱ　直前の決算の貸借対照表における「運用資産－外部負債」の状況

運用資産(C) 外部負債(D) 差額(C)-(D)

申請前年度の決算 14,839,642,963円 46,797,334円 14,792,845,629円

Ⅲ　申請校の直近３年度の収容定員充足率の状況

収容定員(E) 在学生等の数(F) 収容定員充足率(F)/(E)

今年度（申請年度） 1,620人 1,701人 105%

前年度 1,620人 1,676人 103%

前々年度 1,620人 1,714人 105%

（Ⅱの補足資料）「運用資産」又は「外部負債」として計上した勘定科目一覧

○「運用資産」に計上した勘定科目

勘定科目の名称
申請前年度の決算

における金額

○「外部負債」に計上した勘定科目

勘定科目の名称
申請前年度の決算

における金額

備考 この用紙の大きさは，日本産業規格Ａ４とする。

負債の内容

学校法人　神戸薬科大学

資産の内容



  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 神戸薬科大学 
設置者名 学校法人 神戸薬科大学 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

薬学部 

薬学科 
夜 ・

通信 

 

 

24 24 19  

 
夜 ・

通信 
    

 

 
夜 ・

通信 
 

  
 

 
 

 
夜 ・

通信 
    

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

神戸薬科大学シラバス 2021（大学ホームページに掲載） 
https://www.kobepharma-u.ac.jp/guide/docs/free_higher_edu_Syllabus_2021.pdf 

 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 



  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名  
設置者名  

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

 

 
夜 ・

通信 
   

 
夜 ・

通信 
   

 

 
夜 ・

通信 
 

 

 
 

 
夜 ・

通信 
   

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 神戸薬科大学 
設置者名 学校法人 神戸薬科大学 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
ホームページでの公開 

https://www.kobepharma-u.ac.jp/guide/publication/pdf/summary/executive-

list.pdf 

 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
民間企業 非常勤監査

役 

2014.6.1～ 

2022.5.31 
法人統括 

非常勤 医療法人社団 顧問 
2016.6.1～ 

2022.5.31 

組織運営体制への

チェック機能 

（備考）上記のほか、学外理事 4名 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 神戸薬科大学 

設置者名 学校法人 神戸薬科大学 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

本学の授業科目は、ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）を実現するため、カリ

キュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）に基づいて決定される。薬学教育

の専門分野、系にわかれたカリキュラム分科会において授業科目や授業の方法及び内

容が検討され、教務委員会と教授会の議論を経て毎年、授業科目配当表として決定さ

れる。授業科目は、シラバスにおいて「一般目標」「到達目標」「準備学習」「授業内容」

「授業方法」「成績評価の方法・基準およびフィードバック」さらに「教科書」「指定

参考書」「オフィスアワー」「学位授与の方針との関連」が公表されている。 

 

神戸薬科大学ホームページ 

学則  https://www.kobepharma-u.ac.jp/guide/compliance/regulations_university.html#chap01-aim 

ポリシー https://www.kobepharma-u.ac.jp/guide/policy.html 
シラバス https://www.kobepharma-u.ac.jp/edrs/docs/2021_Syllabus_01.pdf 

 

授業計画書の公表方法 シラバス及びホームページでの公表 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

成績評価の方法と基準は、神戸薬科大学学則および履修要項により明確に定められて

おり、各科目の成績評価は「秀」「優」「良」「可」の評語をもって決定される。各科目

の成績評価の方法はシラバスに掲載されており、試験・レポート・発表などを用いて

評価が行われる。また、総合的な評価としてＧＰＡを取り入れており、その算出方法

もシラバスに明示されている。 

 

神戸薬科大学ホームページ 

シラバス https://www.kobepharma-u.ac.jp/edrs/docs/2021_Syllabus_01.pdf 

 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

ＧＰＡの算出式は次のとおりである。 

 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

神戸薬科大学シラバス 2021 

https://www.kobepharma-

u.ac.jp/edrs/docs/2021_Syllabus_01.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

神戸薬科大学学則 

https://www.kobepharma-

u.ac.jp/guide/compliance/regulations_university.html

#chap01-aim 

 

  



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 神戸薬科大学 

設置者名 学校法人 神戸薬科大学 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
ホームページでの公表 

https://www.kobepharma-

u.ac.jp/guide/docs/R2kessan.pdf 

収支計算書又は損益計算

書 

ホームページでの公表 

https://www.kobepharma-

u.ac.jp/guide/docs/R2kessan.pdf 

財産目録 
ホームページでの公表 

https://www.kobepharma-

u.ac.jp/guide/docs/R2kessan.pdf 

事業報告書 
ホームページでの公表 

https://www.kobepharma-

u.ac.jp/guide/docs/R2jigyou_zaimu.pdf 

監事による監査報告（書） 
ホームページでの公表 

https://www.kobepharma-

u.ac.jp/guide/docs/R2kansahoukoku.pdf 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：ホームページでの公表 

https://www.kobepharma-u.ac.jp/guide/publication/evaluation.html 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法：ホームページでの公表 

https://www.kobepharma-u.ac.jp/guide/publication/evaluation.html 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 薬学部 

教育研究上の目的（公表方法：ホームページ） 

（概要） 

「教育研究上の目的」（大学の目的）を学則第 1 条に定めている。 
 https://www.kobepharma-u.ac.jp/guide/compliance/regulations_university.html 
 また、「大学の理念・教育目標」を定めホームページで公表している。 
 https://www.kobepharma-u.ac.jp/guide/idea.html 
 

卒業の認定に関する方針（公表方法：ホームページ） 

（概要） 

「ディプロマ・ポリシー」を定めホームページで公表している。 

https://www.kobepharma-u.ac.jp/guide/policy.html 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：ホームページ） 

（概要） 

「カリキュラム・ポリシー」を定めホームページで公表している。 

https://www.kobepharma-u.ac.jp/guide/policy.html 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：入学試験要項及び大学ホームページ） 

（概要） 

本学では、その理念、教育目標、ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）及びカリ

キュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）のもと、医療人としての使命感と倫

理観を十分に理解し、社会に貢献する為に高度な薬学の知識と技能を修得できる資質

と協働性をもった、次のような人を求めています。 

 

求める人物像 

1.自然科学を深く学ぶ意欲と能力を有している人物 

2.高等学校までに学ぶべき事項を幅広く修得している人物 

3.本学での学習を通してこれからの社会で通用する実力及び医療人に必要なコミュニ

ケーション力を身につけ、将来、薬学、医療、及び関連する分野で活躍したいという強

い意志と意欲を持つ人物  

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：公表方法：ホームページでの公表 
https://www.kobepharma-u.ac.jp/edrs/ 
 

 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 3 人 － 3 人

薬学部 － 29 人 17 人 22 人 15 人 2 人 85 人

 － 人 人 人 人 人 人

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

人 人 人

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 

公表方法：ホームページでの公表 

学位 https://www.kobepharma-u.ac.jp/guide/docs/kyoinmeibo.pdf 

業績 

https://www.kobepharma-

u.ac.jp/guide/docs/kyoiku_gyoseki_2020.pdf 

 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

薬学部 270 人 277 人 103％ 1,620 人 1,701 人 105％ 0 人 0 人

 人 人 ％ 人 人 ％ 人 人

合計 270 人 277 人 103％ 1,620 人 1,701 人 105％ 0 人 0 人

（備考） 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

薬学部 
217 人

（100％）

2 人

（0.9％）

208 人

（95.9％）

7 人

（3.2％）

 
人

（100％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

合計 
217 人

（100％）

2 人

（0.9％）

208 人

（95.9％）

7 人

（3.2％）

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考）・2020 年度 3 月卒業生を対象としている。（秋卒除く）※2021 年 5 月 1 日現在 

    ・その他の内訳は、就職せず 2 名・資格取得希望者 5 名を含む。 



  

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 
入学者数 

修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人

（100％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

 
人

（100％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

合計 
人

（100％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

薬学教育の専門分野、系にわかれたカリキュラム分科会において授業科目や授業の方法及び

内容が検討され、教務委員会と教授会の議論を経て毎年、授業科目配当表として決定される。

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

成績評価の方法と基準は、神戸薬科大学学則および履修要項により明確に定められてお

り、各科目の成績評価は「秀」「優」「良」「可」の評語をもって決定される。各科目の成績

評価の方法はシラバスに掲載されている。 

 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

薬学部 
薬学科 186 単位 有 単位

 単位 有・無 単位

 
 単位 有・無 単位

 単位 有・無 単位

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 

退学勧告の基準として用いている。 

 

公表方法： 

https://www.kobepharma-

u.ac.jp/edrs/docs/2021_Syllabus_01.pdf 
履修規程第１９条（退学勧告） 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項）
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法： 

①大学概要 

https://www.kobepharma-u.ac.jp/guide/publication/summary.html#kouchimenseki 

②キャンパスマップ（施設紹介） 

https://www.kobepharma-u.ac.jp/guide/campus.html 

 



  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

薬学部 

薬学科 

（初年度）
1,800,000 円 400,000 円 31,000 円 

薬学科 

（2 年以

降） 

1,800,000 円 円 23,000 円 

 
 円 円 円 

 円 円 円 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要）自律した成長に向けて、学生一人ひとりをきめ細かく学習支援目的で総合教育

研究センターを設置し、専任教員を配置して運営している。授業内容の指導を行うとと

もに、勉学に対する目的意識を高め、勉学意欲の向上を図り「自分の勉強方法」を見い

だすことができるよう、学生一人ひとりのパーソナリティーに応じた学習支援を実施し

ている。 

また、奨学金制度の拡充を図り、給付型及び貸与型の制度を実施している。その種類は

６種類に及ぶ。その他、学校への寄付により実施している奨学金制度もあり、学費面で

の修学支援を実施している。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要）就職個別相談、3 薬科大学合同業界研究セミナー、企業研究フェア、就職フェア、

仕事研究講座、キャリアデザイン講座（4 年次前期 選択科目）、単位制インターンシップ

（4・5 年次 選択科目）、各種就職ガイダンス（面接対策講座等）、低年次向けキャリアガ

イダンス、薬学系公務員 WEB 対策講座、保護者のための就職ガイダンス等を実施している。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要）医務室や学生相談室では、心身の健康に関すること、学生生活での不安や悩み

について、看護師（医務室）や臨床心理士のカウンセラーが随時対応している。 
 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：大学広報誌及びホームページ 

https://www.kobepharma-u.ac.jp/edrs/ 

 

 

  



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が1人以上10人以下の場合に
は、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載するこ
と。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学の支
援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３号
に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認
定の取消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

年間

65人

後半期

63人

42人

14人

7人

学校名

設置者名

神戸薬科大学

学校法人　神戸薬科大学

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

61人

38人第Ⅰ区分

学校コード F128310108758

（備考）

内
訳

17人

6人

家計急変による
支援対象者（年間）

4人

69人

第Ⅱ区分

第Ⅲ区分

合計（年間）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したこ
とにより認定の取消しを受けた者の数

年間 0人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

退学 0人

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成
績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められ
ず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含

む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修
業年限が２年以下のものに限る。）

0人

「警告」の区分に連続
して該当

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の
処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

計

0人

6人

0人

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

右以外の大学等

後半期前半期年間

修業年限で卒業又は修
了できないことが確定

修得単位数が標準単位
数の５割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の５割以

下）

出席率が５割以下その
他学修意欲が著しく低

い状況

6人

0人

（備考）

（備考）



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

計 11人

出席率が８割以下その
他学修意欲が低い状況

0人

修得単位数が標準単位
数の６割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の６割以

下）

0人

ＧＰＡ等が下位４分の
１

11人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学
生認定の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の
効力の停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（備考）


